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今世界が、中国が求める廃棄物リサイクルシステム

PCT　国際特許出願済み　　有機性廃棄物処理システムの開発

要　約

下水道管は汚水等の単なる搬送管であり、各部での固形分の堆積による、臭気問題、嫌気性ガスによる腐食、劣化問題、時には有毒ガスによる人的問題も起きています。下水道施設では、負荷変動には対応出来ず、有機物も余り処理出来ずに発生する多くの汚泥があります。合流式に於いては雨天の度に下水道は堆積物と共に、そのまま海に放流されています。これらの問題を少ないコストで解決される新しい管路における処理システムです。

システムとはこの下水道管内を好気性状態にする事に有ります。水の中に酸素を送る装置を用いる事で長い下水道管内で有機物は容易に分解され、処理場の負荷は大幅に下がり、ほぼ汚泥は発生しなくなります。処理場に流入する下水は分解菌の多い液肥と成り、河川浄化、緑農地、土壌浄化に利用出来ます。また中水の製造も容易となります。

効果としては都市ごみの多くを占める生ごみはディスポーザーにより分別され、他の可燃物、ビン　缶等のごみ処理も分別等も容易と成り、都市ゴミはほぼ無くせます。埋め立て、焼却、運搬等の環境問題が一挙に解決されます。
題　名　「下水道管における汚水処理システム」　　開発の経緯　　

当社は環境問題の解決に向けて環境負荷の少ないごみ処理、中でも有機系廃棄物処理を研究してきました。中でも生ごみ処理に於いては、事業系の大型機を開発、200kg～2トン程度の販売をしてきました。生ごみ処理は多くの企業が取組みましたが、ほぼ堆肥化等は失敗に終わっています。国の基本である「ごみの焼却」に於いては、コスト面からも環境面からも見直す時期であると思います。

しかし、排水処理に於いては、余り技術の進歩も少なく、多大なコストを掛け処理していますが、良い技術が求められています。当社は生ごみ処理機の微生物活性化、分解技術を排水処理に応用、格段の性能を見出す事が出来ました。更に大型化を目指していた所、中国でのごみ問題に出会い、日本の人口の10倍以上のごみ処理を考えるに至りました。現状はほとんどが埋め立て処理されています。排水は余り浄化もせずに放流であります。生活の向上に伴い増えるごみ問題は大変困難な状況です。

ここで、ごみの基本の生ごみ処理、汚水処理が出来れば、ほぼごみ問題は解決されます。

当システムは、低コストで、文化的に、環境負荷も少なく処理できるシステムです。

生ごみは汚物と同様に、発生源に於いてディスポーザーで破砕して、下水に流します。下水道は従来、臭気は発生するものとの認識で、密閉型であり、管内は嫌気の状態にあります。少しの酸素はすぐに有機物の分解微生物に消費されます。ここで充分な酸素供給さえあれば、管路中で有機物は微生物分解されることになります。更に排水中に空気（酸素）を混入させる事で分解は促進されます。

従来、下水処理場に於いて、水中にバッキブロアーにより空気を送っていますが、管路中の方がはるかに水中に空気を送る方が効率良いことは当然と思います、管路の長さは事例では東京に於いても15,575キロメートル余り。装置と考えますと大変有効であると思われます。

管路中で分解される事により、下水処理場には負荷の少ない水であり、処理により液肥、活性水として土壌の浄化、河川の浄化に利用出来ます。

システムの特長は電力を使わずの自然浄化、管路の臭気が無くなる、生ごみ、汚物が分解される。下水処理場の負荷が下がる。管路の維持管理が容易となる、管路の耐用年数が延びる。ごみ処理コストが大幅に削減され、CO2の削減、環負荷も大幅に削減されることです。
